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１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

〔１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化〕
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１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

①〔河川を取り巻く社会状況の変化〕



優先度の考え方と対応方針
A B C

考
え
方

治水上又は利水上重要な水門・樋門
・地震によりゲートの開閉操作が不可能になった場合に、周辺で想定される浸水

家屋数が200戸以上となるおそれがあるもの
・地震によりゲートの閉操作が不可能になった場合に、上水道、農業用水、工業

用水等の取水に障害が生じるおそれがあるもの 左記のいずれに
も該当しない施設

・地震で損傷した際に代替措置のない施設
・大規模地震による津波遡上区間に設置されている施設
・背後地がゼロメートル地帯である区間に設置されてい

る施設

左記に該当しない

対
応

方
針

・緊急的に耐震性能照査を実施し、対策が必要な場合は、
直ちに耐震対策を施す必要がある施設

4

東北地方太平洋沖地震（河川構造物の耐震性能調査） 河川を取り巻く社会状況の変化〔東北地方太平洋沖地震（河川構造物の耐震性能調査〕

地震による堤防の被災状況

H23 東北地方太平洋沖地震
阿武隈川上流部

Ｈ23．6 今後の津波防災対策の考え方を提言
中央防災会議専門調査会が、「今後の津波防災等の基本的な考え方に
ついて」提言

Ｈ23．9 東日本大震災を踏まえた今後の河川堤防の耐震
対策の進め方
「河川堤防耐震対策緊急検討委員会」が「東日本大震災を踏まえた今
後の河川堤防の耐震対策の進め方について（報告書）を公表

Ｈ24．2 河川構造物の耐震性能照査指針が通達
堤体の液状化、津波、地殻変動に伴う広地な地盤沈下の3項目に対し
て記述を充実

耐震性能照査の優先度整理状況（樋門樋管）

優先度 対象施設数

A 0

B 1

C ４81

合計 ４８２

１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

■東北地方太平洋沖地震では、東北～関東地方の広範囲にわたり、2000箇所を越える河川堤防が被災。

■これを受け、H24..2に河川構造物の耐震性能照査指針の通達があり、遠賀川においても堤防の耐震性能の１次

照査を実施。今後、２次照査を実施予定。

■樋門･樋管の耐震性能照査については優先度を整理し、今後、順次耐震性能照査について実施予定。
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河川を取り巻く社会状況の変化〔降水量の増加〕

資料）気象庁資料より作成

１時間降水量80mm以上の年間発生回数
（1000地点あたり）

・１時間降水量の年間発生回数 ・全国約1300地点のアメダスより集計
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１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

遠賀川流域内における50mm/h以上の降雨発生回数 ※H26は暫定値
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〔災害の発生〕
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河川を取り巻く社会状況の変化

■近年、豪雨や台風等により、
各地で甚大な被害が発生しています。

１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

相野谷川

和歌山県田辺市熊野

H23 台風１２号（９月）

河道閉塞

H22 ゲリラ豪雨(7月)

東京都北区、板橋区

H25 台風１８号（９月）

H25 島根・山口豪雨（7月）
H26広島北部土砂災害（９月）

H26徳島県阿南市水害（７月）
H24九州北部豪雨（7月）

山国川（大分県本耶馬渓町）鹿児島県さつま町

がけ崩れ

H22 梅雨前線（7月）

H24九州北部豪雨（7月）

白川
（熊本市）

堤防決壊
L=50m

矢
部
川

矢部川（福岡県柳川市）

H24 九州北部豪雨（7月）

桂川（京都市）
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１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

河川を取り巻く社会状況の変化〔水防法河川法の改正〕
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■近年の大規模災害の発生を受け、水防法及び河川法の改正等により、河川に関する新たな施策が進められている。

平成25年4月 ： 河川管理のありかた

・安全を持続的に確保するための管理
・危機対応力の向上
・資源・エネルギーとしての河川の

利活用

平成25年7月 ： 水防法及び河川法改正

・浸水想定区域内の事業所の避難計画
など地域防災力の向上

・河川管理者による水防活動への協力
・事業者等による自主的な水防活動の促進
・河川管理施設等の維持又は修繕
・河川協力団体制度の創設

「安全を持続的に確保するための今後の河
川管理のありかたについて」答申

平成25年4月

「水防法及び河川法の一部を改正する法律の
施行期日を定める政令」及び「河川法施行令
及び河川管理施設等構造令の一部を改正する

政令」について 平成25年7月

平成27年2月 ： 水防法改正

・想定し得る最大規模の洪水・内水・高潮
への対策

・比較的発生頻度の高い内水に対する地域
の実情に応じた浸水対策

・持続的な機能確保のための下水道管理
・再生可能エネルギーの活用促進

「水防法等の一部を改正する法律案について」

平成27年2月



②〔流域内の状況の変化〕
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１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化



■遠賀川流域市町の人口は、炭坑閉山が相継いだ昭和35年以降急減していたが、昭和45年以降、
福岡市や北九州市のベッドタウンとして人口は増加に転じた。
■近年では再び減少傾向であるが、中心市街地活性化事業等による住居等の建設や新たな企業の誘致が進むなど、流域
内の開発が進められている。
■河川整備計画策定以後、大きな出水は度々発生しているが、基準地点日の出橋地点において河川整備計画目標流量を
上回る洪水は発生していない。
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１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

土地利用状況の変化
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市街部の活性化や企業の進出

芳雄橋

新飯塚橋

H13年3月撮影

芳雄橋

新飯塚橋

住居等の建設

H26年11月撮影

H13年3月撮影

企業の進出

H26年11月撮影

出典）国土数値情報（国土交通省）



流域内の状況の変化平成21年7月洪水、平成22年7月洪水、平成２４年７月洪水

１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化
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降雨状況

平成21年7月洪水

平成2２年7月洪水

平成2４年7月洪水

等雨量線図（６時間）
平成２１年７月２４日１７時～２３時

等雨量線図（６時間）
平成２２年７月１４日２時～８時

等雨量線図（６時間）
平成２４年７月１４日０時～６時
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■ 基準地点日の出橋で既往最高であった平成15年7月洪水以降も、平成21年7月、平成22年7月と２年連続で大きな出水が発生している。

■ さらに、平成24年7月出水では、基準地点日の出橋地点の他6観測所で既往最高水位を更新している。



流域内の状況の変化平成21年7月洪水、平成22年7月洪水、平成24年7月洪水

１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

浸水状況
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流域内の状況の変化平成21年7月洪水、平成22年7月洪水、平成24年7月洪水

１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化
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浸水状況
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■2011（平成23）年5月25日に、山本作兵衛翁の炭坑の記録画および記録文書（福岡県田川市と福岡県立大学が共同
で申請）が、日本で初めて「ユネスコ世界記憶遺産」に登録された。
■また、2015（平成27）年７月5日には、中間市にある遠賀川水源地ポンプ室が、「明治日本の産業革命遺産」の構
成資産として、「世界文化遺産」に登録された。

山本作兵衛翁の炭坑の記録画および記録文書（ユネスコ世界記憶遺産）

１ 遠賀川水系河川整備計画策定時からの変化

流域内の状況の変化

13

遠賀川水源地ポンプ室（世界文化遺産）

遠賀川水源地ポンプ室

見学者に説明をする観光ガイドのみなさん

くす玉を割る、
松下中間市長※非公開施設のため、敷地内への立ち入りは不可

立ち掘り（昭和４２年２月） 坐り掘り（昭和４２年５月）

舟頭と陸蒸気（昭和４０年４月） ヤマの水害（昭和４２年４月）

ⒸYamamoto Family

田川市石炭・歴史博物館所蔵
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２ 事業の進捗状況

〔２ 事業の進捗状況〕



整備の内容改修：事業箇所位置図

２ 事業の進捗状況
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①
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22

26

24

23

25

犬鳴川→

←黒川

←

西
川

⑭
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種別 位置番号 箇所名 整備内容
1 直方地区 内水対策
2 小竹地区 堤防整備
3 飯塚・穂波地区 掘削・橋梁架替
4 学頭・菰田地区 内水対策
5 太郎丸地区 内水対策
6 西川上流部 堤防整備
7 本城地区 河道掘削

種別 位置番号 箇所名 整備内容
8 中間堰改築 堰改築
9 本川下流部改修 河道掘削
10 福丸地区改修 堤防整備
11 彦山川下流部改修 河道掘削
12 猪久保地区改修 堤防整備、河道掘削
13 中元寺川改修 河道掘削

種別 位置番号 箇所名 整備内容
14 直方市街部改修 堤防整備、河道掘削
15 本川中流部改修 堤防整備、河道掘削、堰改築、橋梁架替

16 本川上流部改修 河道掘削、堰改築
17 西川下流部 堤防整備
18 黒川改修 堤防整備、河道掘削
19 犬鳴川下流部 河道掘削
20 犬鳴川中流部 河道掘削
21 犬鳴川上流部 河道掘削
22 八木山川改修 堤防整備、河道掘削、堰改築
23 彦山川中流部改修 堤防整備、河道掘削、橋梁架替
24 彦山川上流部改修 堤防整備、河道掘削、堰改築、橋梁架替

25 金辺川改修 堤防整備
26 穂波川上流部改修 河道掘削、堰改築

施工実施
箇所

当面整備
箇所

河川整備計画
対応



中島掘削、管理用通路

建花寺川浄化施設

管理用通路、水制工

魚道整備

水質保全施設、
水質自動監視施設

せせらぎ水路、親水護岸

ホタルに配慮した護岸整備

居立川浄化施設

尺岳川浄化施設

カヌー乗り場、
緩傾斜坂路

水路改良、低水護岸、
管理用通路

水路改良、低水護岸、
管理用通路

親水護岸、散策路、坂路

多自然型護岸、親水護岸

熊添川浄化施設

水路改良、低水護岸、
管理用通路

親水護岸、散策路

親水護岸、階段護岸

清水・番田浄化施設
護岸工

親水護岸、
階段護岸、
魚道

親水護岸、
緩傾斜坂路

散策道、親水施設等

16

整備の内容環境：事業箇所位置図

水路改良、低水護岸、
管理用通路

水路改良、低水護岸、
管理用通路

：事業実施箇所

：当面事業箇所

凡 例

２ 事業の進捗状況



河道掘削

２ 事業の進捗状況

河道掘削イメージ

計画高水位

本川中下流河道掘削後（H26年11月撮影）

17

安心・安全

本川中下流河道掘削前（H21年12月撮影）
整備状況

・遠賀川：本川中下流、小竹地区、飯塚市街部
・彦山川：彦山川下流 ・犬鳴川；犬鳴川中流 ・穂波川：穂波川全区間

■整備計画目標流量に対して流下能力が不足している箇所について河道掘削を実施し、流下能力向上を図っている。

※記載箇所：整備計画本文P56



整備箇所位置図

道管地区築堤

鬼津地区築堤

香春地区築堤

小竹地区築堤

南良津地区築堤

18

整備状況

・遠賀川：南良津地区、小竹地区 ・西川：鬼津地区、道管地区
・金辺川：香春地区

２ 事業の進捗状況

安心・安全
築 堤

■堤防未整備箇所や、堤防の高さ・幅が不足している箇所について堤防整備を実施し、治水安全度の向上を図っている。

※記載箇所：整備計画本文P58



堰改築

２ 事業の進捗状況

堰長139.0m

現中間堰

新中間堰

← 遠賀川

19

中間堰改築（整備中）

139.0m

HWL以下の河積が約60％拡大！

【横断図】

現在の堰のゲート

新しい堰のゲート

現況80.8ｍ
改築後130.0ｍ

現況1.1ｍ

改築後3.6ｍ

▽HWL

河道断面が拡大
する範囲

中
島

分
流
支
川

遠
賀
川

安心・安全

整備状況

（整備完了）
・遠賀川：チシャノ木堰、柳原堰、戸倉堰（堰の改築・統合）

（整備中）
・遠賀川：中間堰

■整備計画流量に対し流下能力が不足している固定堰の改築を実施し、流下能力向上を図っている。

※記載箇所：整備計画本文P59



旧：チシャノ木堰

旧柳原堰

町口堰

旧柳原堰と旧戸倉堰
の統合堰として改築
（H23～H24）

・H20出水で被災
・用途廃止に伴い床固工
として復旧

遠賀川

町口堰の補強・補修

旧戸倉堰

可動堰化に伴う河床低
下により、町口堰及び
護岸の被災が懸念

堰改築

２ 事業の進捗状況

・堰の統合に伴い、床固工として復旧

3堰の統合

安心・安全

※記載箇所：整備計画本文P74 20
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整備状況

・遠賀川：芳雄橋 ・穂波川：飯塚橋

橋梁架替

架替後

２ 事業の進捗状況

芳 雄 橋 飯塚橋

架替後

橋脚数２２本 → ５本 橋脚数１１本 → ３本

安心・安全

■整備計画流量に対し流下能力が不足している箇所の河道掘削とあわせて、橋脚数が多く川の流れを著しく阻害して

いる橋梁等の架替を実施し、流下能力向上を図っている。

架替前 架替前

※記載箇所：整備計画本文P59



芝原排水機場(直方市：既設，P=5.5m3/s)

排水機場整備 (新設4m3/s)
(国交省：H22.5完成)

居立川排水機場(直方市：既設，P=8.0m3/s)

直方駅前商店街

整備位置図

芝原排水機場
(直方市：既設，P=5.5m3/s)

排水機場新設 （排水量：4m3/s)
（国土交通省整備）

H15.7 浸水範囲

居立川排水機場

(直方市：既設，P=8.0m3/s)

●直方市役所直方警察署 ●

●直方北小学校
●大和青藍高校

22

整備状況 ・遠賀川：直方地区、学頭地区、菰田地区 ・穂波川：太郎丸地区

内水対策

２ 事業の進捗状況

遠賀川（直方地区）

P

P

学頭地区

菰田地区

菰田排水機場ﾎﾟﾝﾌﾟ増設(+5m3)
15m3/s→20m3/s （H21年度完成）

学頭排水機場ﾎﾟﾝﾌﾟ増設（+8m3）
10m3/s→18m3/s（H19年度完成）

調整地

学頭調整地整備（H19年度完成）
3m3/s(最大流入量)

↑
学頭排水機場

洪水時は三緒浦川
より分派し貯留

■ H15.7.19浸水範囲

北小川排水機場

放水路整備 (新設L=430m)
（直方市整備）

遠賀川（学頭地区、菰田地区）

安心・安全

■遠賀川本川等の水位の排水の影響等により内水被害が頻発している地区について、排水機場の新設や増設等を実施し、

浸水被害軽減を図っている。

※記載箇所：整備計画本文P60
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環境、景観への配慮

２ 事業の進捗状況

安心・安全、環境、歴史・文化・観光、まち・かわ・ひと

■河道掘削等事業の実施にあたっては、環境への配慮事項等学識者の助言等を頂き、整備を実施するとともに、地域

住民にとって貴重な水と緑のスペースとして河川空間が親しまれていることから、地域の住民等の方々との協議会等

を開催し、人々が川とふれあい親しめる、潤いのある水辺空間の創出等、景観・河川の利活用等に配慮した整備にも

取り組んでいる。

※記載箇所：整備計画本文P５３・５４・５５・６８・６９

整備後整備前

従来のコンクリート河岸 緩傾斜にした河岸

■直方のまちを元気にする協議会の開催

■飯塚穂波地区川づくり協議会

協議会の様子 模型による整備方法の確認

整備後の中之島の河岸、遊歩道

協議会の様子 模型による整備方法の確認

意見交換結果を反映した整備イメージ

住民の方との現地意見交換 樹木伐採に関する野鳥の会との意見交換

遠賀川水系多自然川づくり

ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸの作成



２ 事業の進捗状況

24

河川の維持管理対策に関する実施状況

河川巡視の状況 堤防除草の状況 老朽化した施設の応急対策

対策前

対策後

塵芥処理

撤去前 撤去後

堆積土砂撤去

安心・安全

■河川や河川管理施設等の適切な維持管理や所定の機能を発揮するため、日々の河川巡視や点検等により、異常箇所等の把握に

努めている。

■点検等の結果、修繕や更新が必要と判断された施設等については、計画的に修繕等を実施している。また、堤防除草等による

堤防機能の保全等も実施している。

■さらに、河道の砂州の発達や土砂堆積等により、治水上支障となり掘削等が必要等と判断された場合には、堆積土砂等の除去

も実施している。

※記載箇所：整備計画本文P75



方城排水樋管（新設）

ほうじょう

統廃合後

方城第１樋管（撤去）

方城第２樋管（撤去）

ほうじょう

ほうじょう

統廃合前

２ 事業の進捗状況

25

樋管の統廃合

2箇所を1箇所
に統合

統廃合した樋管の写真

安心・安全

■福岡県による橋梁（伊方橋）の架替工事に伴い、県によるルート検討の結果、新橋設置予定箇所が既設樋管との同位置に計画

された。

■この為、樋管の移設・復旧が必要であるが、現地調査等を行い、現水路系統の集約が可能であったことから、樋管の移設と併

せて統廃合を実施し、河川管理施設の効率化を図っている。

※記載箇所：整備計画本文P74



河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する実施状況

■河川水の利用は、農業用水、発電用水、水道用水、

工業用水と多岐にわたっており、水利権量の把握、

管理を行っている。

26

環 境

水利用状況の把握

２ 事業の進捗状況

■ 整備計画策定以降の基準地点日の出橋の流況をみる

と、流水の正常な機能を維持するために必要な流量は

概ね満足できており、渇水被害も発生していない。

■今後も関係機関と連携し必要流量の確保に努める。

河川流量の把握（渇水の発生）

〔日の出橋地点の流況（H19～H25）〕

〔日の出橋地点の流況：かんがい期（H19～H25）〕

※かんがい期：５月１０日～１０月２５日

〔遠賀川取排水系統概略図〕

※記載箇所：整備計画本文P54,87

かんがい期 非かんがい期 かんがい期 非かんがい期 かんがい期 非かんがい期 かんがい期 非かんがい期 かんがい期 非かんがい期

30.20 10.92 20.06 10.63 11.81 8.97 9.31 8.32 3.09 5.88

51.16 16.77 44.72 16.03 22.07 12.09 15.29 10.14 8.97 7.60

52.16 15.47 31.40 15.00 15.29 11.58 10.71 9.87 4.95 7.62

60.47 22.05 39.32 23.51 19.90 15.44 15.23 11.16 11.97 9.52

51.25 18.48 57.64 18.79 26.11 14.54 18.64 11.09 12.82 8.30

49.92 18.88 46.00 19.53 19.99 14.25 13.01 11.28 3.88 8.58

48.96 17.55 32.73 18.90 16.39 14.93 8.66 12.43 6.30 9.23

49.16 17.16 38.84 17.48 18.79 13.11 12.98 10.61 7.43 8.10

22.28 15.37 11.58 6.56

28.68 18.42 13.00 8.89

26.73 16.42 11.65 6.46

12.27 9.95 5.79

28.48 17.24 13.42 9.68

平成19年

通年 通年

23.91 14.96 11.29 7.00

13.70 9.74 8.46 3.85

26.04 15.29 11.00 7.79

21.49

年

32.09

31.96７ヶ年平均
(H19-H25)

平成25年

平成24年

19.85

32.65

32.46

39.84

33.65

33.21

平成23年

平成22年

平成21年

平成20年

豊水流量(m3/s) 平水流量(m3/s) 低水流量(m3/s) 渇水流量(m3/s)
通年

平均流量(m3/s)
通年 通年
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維持管理対策の実施状況（水質の保全）

■実態の把握

・水質調査の実施と結果の公開

■啓発活動

・水濁協を通じた環境学習支援（水質調査）

・清流ルネッサンスキャンペーンによる水質調査

■水質対策

・水濁協を組織する各自治体による下水道の整備等

（下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽等設置の向上）

・水濁協、河川愛護団体等との連携

（春の遠賀川一斉清掃）

・オイルフェンス、吸着マット等による水質事故対策
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環 境

〔水質調査の実施状況〕

水質の保全

２ 事業の進捗状況

〔遠賀川水系水質汚濁対策連絡協議会の開催〕 〔水質事故対策訓練の実施状況〕

〔遠賀川：日の出橋地点〕
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〔犬鳴川：粥田橋地点〕

※記載箇所：整備計画本文71,87,89



○重点的撤去区域とは

重点的撤去区域に指定された水域では、周辺環境
の維持と治水の安全を確保するために、船舶の係留
規制（強制撤去）が実施される。

28

ソフト対策に関する実施状況（不法係留船対策）

２ 事業の進捗状況

安心・安全、環境

H27.3.11

H26.7.29

第４期重点的撤去区域（その１）
の係留状況推移

Ｈ２７．２．２７ 簡易代執行の様子

■遠賀川水系では、西川及び遠賀川河口部周辺において、多数の船舶が不法係留されており、洪水時の流下阻害や周辺地域への環

境問題（ゴミ・騒音・水質）等が懸念されるため、H20年より委員会を開催し対策方針を検討し、H23からは現地にて不法係

留船撤去を行い、本格的な不法係留船対策を実施している。

■今後も、順次重点的撤去区域を拡大し、対策を強化・推進すると共に、再係留防止措置も実施していくこととしている。

※記載箇所：整備計画本文P90

現地対策実施
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２ 事業の進捗状況

環境、まち・かわ・ひと

遠賀川流域宣言後手を取り合う流域２２市町村長と福岡県知事

宣言を読み上げる福智町立赤池中学校の生徒たち

■母なる川遠賀川のゴミ問題等、水環境に対する様々な課題に対して、流域自治体・住民が共通認識し、水環境改善

に向けて連携し取り組むため、ＮＰＯ法人遠賀川流域住民の会と遠賀川河川事務所の主催で、「I LOVE 遠賀川流域

リーダーサミット」を2年に1回開催している。（平成20年1月に第1回サミットを開催）

■平成２４年１月に開催した「第３回リーダーサミット」では、遠賀川流域の全22市町村長と福岡県知事が一同に介

し「母なる遠賀川をより美しい川として次世代に引き継ぐ」とした「遠賀川流域宣言」が発表された。

ソフト対策の実施状況（Ｉ ＬＯＶＥ 遠賀川 流域リーダーサミットの開催）

※記載箇所：整備計画本文P71、P91
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ソフト対策に関する実施状況（水防災・水環境教育）

２ 事業の進捗状況

環境、まち・かわ・ひと

■平成26年度までの取り組み
・直方市４校、飯塚市６校、田川市１校で試行授業実施。（学習プログラムを作成）
・直方市、飯塚市、田川市で更なる普及を実施、各校長会議で再度ＰＲ。全校に教材を配布。
・遠賀郡での新規展開、出前講座の申込みのあった学校（北九州市・中間市・小竹町等）へのＰＲ。

■平成27年度の取り組み
・平成２７年度改訂の教科書に対応して教材を改訂。
・流域内市町村へ水防災・水環境教育の重要性をＰＲ。
・校長会議で学校に対しＰＲ。教育委員会を通じて先生が参加する研修等でＰＲ。
・研究授業等で教材を使用する先生への支援→指導事例の収集
→ より多くの小学生に水防災・水環境を理解してもらうとともに、ふるさとの川への愛着を育む。

教材配布校

教材使用校

平成25年度
教材(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)使用校

３市 11校

平成26年度
７市６町 67校

５市４町 43校

流域市町村数
流域市町村

流域内小学校数

全　　　体 ７市１４町１村 117校

市町村 校数

直方市 8

飯塚市 18

田川市 7

北九州市 1

中間市 3

水巻町 1

芦屋町 2

岡垣町 2

小竹町 1

43

吉木小・山田小

小竹南小

H26教材使用校（一部使用含む）

合　　　　計

池田小

中間西小・中間南小・底井野小

吉田小

芦屋東小・山鹿小

直方北小・新入小・感田小・上頓野小・下
境小・福地小・中泉小・直方東小

飯塚小・立岩小・飯塚東小・鯰田小・片島
小・幸袋小・目尾小・八木山小・蓮台寺
小・潤野小・楽市小・平恒小・若菜小・椋
本小・内野小・上穂波小・大分小・頴田小

猪位金学園・大浦小・大藪小・後藤寺小・
田川小・鎮西小・弓削田小

◎H26年度教材使用校一覧

◎H25・H26年度教材使用状況

※青字表示はH25年度からの継続使用校H25撮影 H25撮影

■児童が、身近にある遠賀川を通じて実感の伴った水防災・水環境知識を理解するとともに、ふるさとへの愛着を育

めるよう、平成２５年度から『水防災・水環境河川学習プログラム』に取り組んでいる。

※記載箇所：整備計画本文P91
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２ 事業の進捗状況

まち・かわ・ひと

プロジェクトチームのメンバー構成

ふるさと田川を流れる
彦山川夢プラン

原案作成

協議後、必要に応じて
再提出の指示

ふるさと田川を流れる彦山川夢プラン プロジェクトチーム

田川市 / 国土交通省遠賀川河川事務所 /福岡県/九州工業大学環境デザイン研究室

委員長 伊東啓太郎 九州工業大学准教授

副委員長 井上薫 風治八幡宮奉賛会会長

彦山川で活動する団体の代表

地元区長

商店街振興組合

水利組合

田川商工会議所会頭

田川市副市長

遠賀川河川事務所副所長

福岡県田川県土整備事務所副所長

彦山川
夢プラン策定会議

地元の方（区長推薦）

彦山川の
未来を描く会

九州工業大学環境デザイン研究室

伊東啓太郎准教授
学生プロジェクトメンバー

福岡県立大学社会調査実習ゼミ

田代英美教授
学生プロジェクトメンバー

マネジメント

エリア区分と各エリアのイメージ

■下流域拠点①：糒橋周辺

●既存乗艇場の活用
川とふれあえる利用の促進

高柳堰、高柳堰管理橋

●水遊び・環境学習の場

安全に水遊びができる水辺の整備

新糒橋
●乗艇場

川とふれあえる利用の促進

●既存散策路の活用

散策ルートマップ、ベンチ、

看板、花壇等を整備

■下流域拠点②：高柳堰上流周辺

下流域拠点②で整備する乗艇場下流域拠点①で整備する水遊び・環境学習の場

●魚道
水が流れていない魚道の改善

糒橋

●イベント広場
新たなイベントの創出・誘致

●駐車スペース

利用者のアクセスを
良くするため整備

●乗艇場
川とふれあえる利用の促進

●既存散策路の活用
散策ルートマップ、ベンチ、看板、花壇等を整備

ソフト対策に関する実施状況（彦山川夢プラン）

■平成25年度に、市民とともに今後の川づくりについて語り合おうと、地域の有志、大学、行政等が集い、「ふるさ

と田川を流れる彦山川夢プラン」策定プロジェクトを立ち上げ。

■プロジェクトでは、「彦山川の未来を描く会」が、彦山川のあるべき未来像の原案を作成し、「彦山川夢プラン策

定会議」でその原案に対し具体的内容について議論を実施。この夢プランをもとに今後も議論をかさね、最終的に

は実現可能な「かわまちづくり」のプラン策定を進めていくこととしている。

※記載箇所：整備計画本文P72-73



背景
•H24九州北部豪雨、Ｈ26広島市土砂災害・京都府福知山災害など

豪雨災害の恐れ
•流域２２市町村との大規模災害時応援協定締結や水防法改正に
よる流域自治体との連携強化
•流域全市町村、洪水ハザードマップ公開完了（H25.6）
流域住民の安心・安全のためには河川管理者と
流域自治体の情報共有が不可欠

流域自治体との情報共有の現状
•電話、ＦＡＸ（伝達に時間が掛かる）
•インターネット（一般公開と同レベル）

 c雨量・水位情報 約10分遅れて表示
 cカメラ映像 管内20台の静止画像（10分更新）

リアルタイムの状況をイメージしなければならない

接続の効果
•雨量・水位情報 最新データが約2分で表示

（遠賀川河川事務所と同レベル）
•カメラ映像 管内148台の動画像を任意選択閲覧
•遠賀川河川事務所－自治体とのファイル共有

流域防災力の向上

流域自治体と専用回線を構築し情報共有を強化

状況（Ｈ２７.3.20現在)
完了 直方市、小竹町、芦屋町、田川市、中間市、遠賀町、宮若市

添田町、水巻町、糸田町
その他、接続に向け協議中

※北九州市は九州地方整備局と別途接続済み 32

ソフト対策に関する実施状況（自治体との情報共有強化） 安心・安全

流域地自体との専用回線の概要

２ 事業の進捗状況

■流域住民の安心・安全の確保のために、河川管理者と流域自治体との情報共有が重要であり、専用回線を構築・接続を行い情

報共有の強化を実施している。

■雨量・水位データ等の情報共有を強化することで、流域防災力の向上、早めの事前対応等が可能となることから、今後も関係

自治体と協議を実施し、順次関係自治体との情報共有化の強化を進めていくこととしている。

※記載箇所：整備計画本文P83



ソフト対策に関する実施状況（自治体との情報共有強化） 安心・安全

タイムライン概要（直方市と連携し作成）

九州上陸１日前
７月９日 ９：００

北緯２０°

北緯３０°

北緯４０°

７月５日 ９：００

７月６日 ９：００

九州上陸３日前
７月７日 ９：００

九州上陸２日前
７月８日 ９：００

台風発生
７月４日 ９：００

九州に台風上陸確認
７月１０日 ９：００

７月１１日
６：００

７月１１日
１８：００

7月11日19時時点

当
日
（10

日
）

一
日
前
（9

日
）

二
日
前
（
8
日
）

三
日
前
（
7
日
）

・施設点検操作確認・復旧資機材
の確認
・許可工作物設置・管理者への注

意喚起

・リエゾン派遣体制の確認

・災害協定業者への事前連絡

・防災エキスパート、災害時協定業
者への事前連絡

・排水ポンプ車の事前配置（飯塚・
宮田出張所管内）
・注意体制発令
・災害対策用資機材の点検・準備

・排水ポンプ車待機指示

遠賀川河川事務所時間

・台風情報の把握

・１０日（木）の小中学校休校決定

・９日（水）午後からの小中学校休
校を決定
・災害対策本部会議開催

・各区長へ台風の進路状況等を電
話連絡
・住民に対する注意喚起

・台風情報、河川情報の確認

・自主避難所は開設しないことに決
定

直方市

・直方市、遠賀川河川事務所間の情報共有

・直方市長、遠賀川河川事務所間のホットラインによる情報確認

■災害対応に従事する機関において「誰が」「いつまでに」「何をするか」を明確にし、被害の最小化を図るための災害対応ス

ケジュール表「タイムライン」の策定（試行）に取り組んでいる。

■遠賀川においては、直方市と連携し、台風の接近・上陸に伴う洪水を対象し、避難勧告の発令等に着目したタイムラインを策
定（試行）している。

■平成２６年台風８号では、予め作成した「タイムライン」（試行）に基づき行動したところであり、一層満に情報を共有する
ことで、早めの事前対応が可能となっている。

タイムライン概要（直方市と連携し作成）

２ 事業の進捗状況

※記載箇所：整備計画本文P84 33
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ソフト対策に関する実施状況（自治体との情報共有強化）

■平成13年、平成15年の出水で市街部が浸水した直方市、飯塚市の浸水被害解消に向けた関係機関の連携強化を目的に、国・

県・市の合同会議を継続して毎年開催し、浸水対策事業の進捗状況等について情報共有・調整等を実施している

２ 事業の進捗状況

安心・安全

＜直方市浸水対策連携会議＞
■参加機関

直方市、直方県土整備事務所、遠賀川河川事務所
＜飯塚市浸水対策合同会議＞

■参加機関
飯塚市、飯塚県土整備事務所、遠賀川河川事務所

会議の様子（直方市浸水対策連携会議）
※記載箇所：整備計画本文P84

会議の様子（飯塚市浸水対策合同会議）
注：写真は、出水後のＨ１６年度に開催した第２回 ７．１９浸水対策連協議会
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ソフト対策に関する実施状況（流域防災力向上のための取り組み）

２ 事業の進捗状況

安心・安全

地域住民の方々へ洪水時における情報取得方法等を講演

出水期前の合同巡視

■平成13年、平成15年の出水で中心市街部等が浸水した直方市、飯塚市の浸水被害軽減に向けた関係機関の連携強化等を目的

に、国・県・市の行政機関が一同に介した会議を平成１６年度より毎年開催し、浸水対策事業の進捗状況や調整事項等について

協議、情報共有等を図っている。

※記載箇所：整備計画本文P84



ソフト対策に関する実施状況（流域防災力向上のための取り組み）

２ 事業の進捗状況

安心・安全

36

■H26.8.30 飯塚市総合防災訓練

情報収集車による被災状況の収集及び映像伝送配信

情報収集車 モバイルPCによる伝送

訓練本部会場への訓練映像伝送 可搬式カメラ装置操作実演

■H26.10.26 田川地区総合防災訓練

照明車カメラによる情報収集・映像配信 マルチコプターによる情報収集・映像配信

マルチコプター

スマホで映像配信

カメラ操作・映像選択

訓練本部

映像を訓練本部へ伝送

■H25の水防法改正に基づき、自治体訓練への更なる参加を展開している。

■H26.6.1 福岡県総合防災訓練
災害対策機械の実働訓練 ヘリテレ画像の伝送

■H26.6.12 飯塚市災害対策本部設置運営訓練
TEC-FORCE派遣要請（机上）

※記載箇所：整備計画本文P84
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ソフト対策に関する実施状況（水閘門等操作状況の把握）

２ 事業の進捗状況

安心・安全

・各基準観測所の「氾濫注意水位」より敷高が低い施設

・フラップゲートが設置されていない施設

・遠隔監視（CCTVカメラ）で確認出来ない施設

・樋門上屋に回転灯等が設置されておらず、操作人の出動が

確認出来ない施設

①操作委託されている樋門樋管等の数（H27年4月時点） → 442施設

■携帯電話を配備すべき樋門･樋管等の前提条件

②442施設のうち、上記前提条件のいずれかに該当する施設 →134施設

③134施設のうち、背後地がHWLより高い施設を除いた施設 →107施設

④107施設のうち、彦山川上流部の携帯電波が届かない7施設を除いた施設

→100施設

100施設の操作人に携帯電話を貸与し、適切な操作

に努めている。

■携帯電話を配備すべき樋門･樋管等の選定

CCTVによる施設の確認

携帯電話による雨量、水位情報等の取得 携帯電話による操作人出動等の報告、把握

樋管上屋の回転灯（操作人出動等の情報）

■操作が必要な樋門･樋管等の河川管理施設の多くは、河川法９９条に基づき、市町村への操作委託を行い運用しているが、操作員

は市町村から地先の住民に再委託されることも多い。

■委託契約に基づき市町村が適切な操作を行う責務は負うものの、災害時の施設操作状況のリアルタイム把握、操作員の高齢化や

災害時の安全確保等の課題も多いところ。

■このため、施設の無動力化･電動化を推進するとともに、携帯電話を用いた施設の操作状況の把握、操作員の安全確保等ＩＴを活

用した適切な操作にも取り組んでいる。

※記載箇所：整備計画本文P82



２ 事業の進捗状況

環境

38

環境整備事業（中島自然再生）

遠賀川沿川における湿地比較

整備箇所

遠
賀
川

新日鐵用水堰

掘削

管理用通路

中島自然再生事業の概要

掘削後の環境変化

H22.4.7

H24.6.20
掘削2年後

H22.4.7  
掘削直後

■遠賀川流域は、かつて河川及びその周辺にはワンドやたまり、ヨシ原等の湿地が多く見られた。

■しかしながら、洪水防御のために河道掘削や築堤等の改修を進めた結果、地域の安全度は高まった一方で湿地は減少し、これ

らを成育・繁殖の場とする生物の生息・生育環境の多くが失われた。

■そのような状況の中、中島は、自然が残された貴重な空間であるが、近年外来植物の侵入により、ヨシ群落等が減少している

ため遠賀川流域本来の生物の生息・生育環境を守るため、中島において湿地環境の保全・再生のための掘削を実施。

※記載箇所：整備計画本文P70



２ 事業の進捗状況

環境整備事業（河口堰魚道）

■遠賀川は、平成6年に「魚がのぼりやすい川づくり」モデル河川に指定され、流域内各所の堰で魚道の整備、改良を行っている。
■遠賀川最下流に位置する遠賀川河口堰の既設魚道は①勾配が急であること、②海水域から淡水域へと塩分濃度が急激に変化する

ため汽水域に生息する生物があまりみられないこと、 ③周辺が単調な構造であるため、遡上する魚類の待機場所等がないことに
より、魚種の遡上等が限られるという課題があった。

■「川と海をつなぎ、生きものと人をつなぐ魚道」である多自然魚道を目指して、学識者や自治体等様々な立場の方による懇談会
や地域住民の方とのワークショップを開催するなど、大学、地域住民、小学校、行政が連携して事業を実施。

環境

魚道
設置箇所

遠賀川河口堰

学識者等を交えた懇談会や地元住民や小学生等を
交えたワークショップを開催遠賀川

干潟新設

多自然魚道
既設魚道

整備前 整備後

小学生の環境学習や野鳥愛好家の撮影
場所としても利用されている 39

遠賀川

※記載箇所：整備計画本文P69



２ 事業の進捗状況

環境
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環境整備事業（下境地区エコロジカルネットワーク再生）

下境

事業箇所位置図

整備前

整備前

整備後

■かつては河川と農業用排水路、水田との連続性が確保され、河川に生息する魚類等の成育・繁殖、出水時の避難の場として水

田等が重要な役割を果たしていた。

■しかしながら、排水樋管と河川（低水路）との落差が大きく、堤内側と堤外側の魚類の移動が困難となっている。

■このため、①魚道機能の確保（エコロジカルネットワークの形成、段差解消）、②水際環境の多様性（湿地・ワンドの形成）、

③親水性の確保（川と人との結びつきを再構築）を目的にエコロジカルネットワーク再生に取り組んでいる。

■直方市の下境地区において川表と川裏の空間的な連続性を隔てている樋管を改良し、川表と川裏の空間的な連続性を確保する

とともに、生物多様性のある多自然水辺空間の創出する整備を実施。

※記載箇所：整備計画本文P69



２ 事業の進捗状況

安心・安全
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遠賀川直轄河川改修事業の効果（H25年度事業再評価結果）

項目
事業評価結果

（平成２５年度）

事業費 ８３５億円

整備期間
平成19年から
概ね30年間

整備内容

・築堤 ・河道掘削
・堰改築 ・橋梁架替
・堤防強化対策 ・内水対策

全
事
業

便益：Ｂ
億円 ２４,７６４

費用：Ｃ
億円 ７６７

Ｂ／Ｃ ３２．３

費用対効果（Ｂ／Ｃ）検討結果

直方市

田川市
飯塚市

中間市

宮若市

犬鳴川→

←金辺川R201

八木山BP

R201

R200

R3

R199

篠栗線

後藤寺線

●日の出橋地点

※整備計画流量規模の洪水が発生した場合の氾濫シミュレーション結果
※整備計画策定時河道（平成19年度時点）

■遠賀川は、整備計画の目標安全度に対して整備途上であり、また近年大規

模な浸水被害が発生していることから、地元自治体などから河川整備に対す

る強い促進要望がある。

■河川整備計画事業の実施により、10年あたりの避難判断水位に到達する回

数の減少も見込めるとともに、費用対効果検討を実施した結果、B/C=32.3

となり、当該事業の効果を確認しているところ。



響　灘

直轄区間

福智山

英彦山

馬見山

三郡山

犬鳴ダム

力丸ダム

久保白
ダム

陣屋ダム

福智山
ダム

畑ダム

西
川

黒川

笹尾川

曲
川

彦
山
川

中
元
寺
川

遠
賀
川

山
田
川

八
木
山
川

穂
波
川

犬
鳴
川

金辺川

江川

幹線流路

鞍手町

遠賀町

岡垣町

桂川町

筑前町

水巻町

川崎町

飯塚市

直方市

北九州市

八幡西区

田川市

嘉麻市

宮若市

小竹町

大任町

赤村

芦屋町

添田町

香春町
糸田町

福智町

中間市

遠賀川
河口堰

中島

遠賀川水系エコロジカル
ネットワーク再生

中島自然再生

遠賀川河口堰
魚道改良

芦屋地区

香月地区

赤池地区

後藤寺地区

大任地区

環境整備事業評価の対象箇所（H24年度事業再評価時点）

２ 事業の進捗状況

環境
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遠賀川総合水系環境整備事業の効果（H24年度事業再評価結果）

項目
事業評価結果

（平成２４年度）

全事業費 ４２．５億円

整備内容
（残事業）

・遠賀川河口堰魚道改良
・中島自然再生
・エコロジカル

ネットワーク再生

全
事
業

便益：Ｂ
億円

４２２．８

費用：Ｃ
億円

４６．２

Ｂ／Ｃ ９．１

費用対効果（Ｂ／Ｃ）検討結果

遠賀川河口堰魚道改良
中島自然再生

エコロジカルネットワーク再生

整備前の状況

整備後整備前

■事業完了している芦屋地区、香月地区、赤池地区、後藤寺地区、大

任地区の水辺整備と、現在整備中である遠賀川河口堰魚道改良、中

島自然再生、遠賀川水系エコロジカルネットワーク再生の自然再生

について、事業評価（再評価）を実施。

■費用対効果検討を実施した結果、B/C=9.1となり、当該事業の効

果を確認しているところ。
（便益Bはアンケート調査により求めた年支払い意思額と便益が及ぶ世帯数より算定）



43

床上浸水対策特別緊急事業（飯塚・穂波地区）の 効果（事後評価結果）

２ 事業の進捗状況

安心・安全

■飯塚・穂波地区では、平成15年7月洪水において床上床下浸水4,000戸を超える甚大な被害が発生したことから、平成16年

度より床上浸水対策特別緊急事業を実施。（遠賀川、穂波川の河道掘削、橋梁２橋の架替を実施。）

■事業完了後、平成21年7月、平成22年7月、平成24年7月と連続して大きな洪水が発生したが、他事業（排水機場の新設

等）の効果も相まって発現し、甚大な浸水被害は発生していない。特に平成21年7月洪水は、平成15年7月洪水と同規模程

度の洪水であったが、家屋等の浸水被害が大幅に減少。

■当該事業の費用対効果検討を実施した結果、B/C=11.2となり、当該事業の効果を確認しているところ。

2k000

他事業
明星寺川排水機場（新設）

事業実施区間
（約10km）

こもだ

橋梁架替
（芳雄橋）

橋梁架替
（飯塚橋）

川島水位観測所

他事業
菰田排水機場（増設）

他事業
学頭排水機場（増設）

■：Ｈ15.7.19浸水範囲
■：Ｈ24.7.14浸水範囲

水位低減効果

▽H15.7.19最高水位

▽H21.7.26最高水位

水位が約1.7m低減

HWL

水位低減効果量（穂波川2.0k）

項目
事業評価結果

（平成２５年度）

事業費 １４０億円

整備期間
平成１６年度

～平成２０年度

整備内容 河道掘削、橋梁架替

全
事
業

便益：Ｂ
億円

２,１８９

費用：Ｃ
億円

１９５

Ｂ／Ｃ １１．２

費用対効果（Ｂ／Ｃ）検討結果

浸
水
被
害
の
状
況(

Ｈ
15
年
7
月)

153
174158

222

0

50

100

150

200

250

6時間雨量 12時間雨量

川島上流域平均雨量

平成15年7月洪水

平成21年７月洪水

2902

802

1664

441

0

1000

2000

3000

4000

5000

平成15年7月洪水 平成21年７月洪水

家屋の浸水被害戸数

床下浸水

床上浸水



芝原排水機場(直方市：既設，P=5.5m3/s)

居立川排水機場(直方市：既設，P=8.0m3/s)

北小川排水機場 (新設4m3/s)
(国交省整備：H22.5完成)

直方駅前商店街

P

放水路 (新設L=430m)
(直方市整備：H22.3完成)

●直方北小学校

●大和青藍高校 ●直方市役所
直方警察署 ●

北小川排水機場 （外観）

86

0

32

0
0

20
40
60
80

100
120
140

H15.7出水 H24.7出水（戸）

直方地区 浸水実績戸数

床上浸水戸数

床下浸水戸数

浸水被害無し

60 56

0

50

100

時間最大雨量(mm)

雨量（直方雨量観測所）

H15.7出水 H24.7出水
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床上浸水対策特別緊急事業（直方地区）の事後評価結果

２ 事業の進捗状況

安心・安全

項目
事業評価結果

（平成２６年度）

事業費 約１０億円

整備期間
平成１７年度
～平成２１年度

整備内容 ・排水機場新設

全
事
業

便益：Ｂ
億円

５１．９

費用：Ｃ
億円

２６．７

Ｂ／Ｃ １．９

浸
水
被
害
の
状
況

店舗内浸水状況（H15.7.11） 出水状況（H15.7）

日の出橋

彦山川

直方地区

費用対効果（Ｂ／Ｃ）検討結果

H15年7月浸水範囲
※H24年は浸水被害なし

■直方市の中心市街地は水害の常襲地帯であり、平成11年6月、平成15年7月出水等により度々浸水被害が発生。

■平成15年7月洪水では、居立川のはん濫により床上浸水32戸、床下浸水86戸に及ぶ甚大な被害が発生したことから、平成

17年度より床上浸水対策特別緊急事業を実施。（国による排水機場新設、及び直方市による居立川から遠賀川本川への放水

路の新設を実施）

■事業完了後の平成24年7月に、平成15年7月洪水と同規模程度の洪水が発生したが、家屋等の浸水被害はなかった。

■当該事業の費用対効果検討を実施した結果、B/C=1.9となり、当該事業の効果を確認しているところ。
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床上浸水対策特別緊急事業（学頭・菰田地区）の効果（事後評価結果）

２ 事業の進捗状況

安心・安全

項目
事業評価結果

（平成２６年度）

事業費 ３４．２億円

整備期間
平成１７年度

～平成２１年度

整備内容
・学頭排水機場増設
・学頭調整地整備
・菰田排水機場増設

全
事
業

便益：Ｂ
億円

１８３．９

費用：Ｃ
億円

５２．９

Ｂ／Ｃ ３．５

費用対効果（Ｂ／Ｃ）検討結果

浸
水
被
害
の
状
況

学頭調整地(H19年度完成)
(最大流入量 3m3/s)

河道掘削
(飯塚・穂波地区床対事業)
H16年度～H20年度

橋梁架替
(飯塚・穂波地区床対事業)
(H16年度～H20年度)

学頭地区

菰田地区

←穂波川

H15.7 浸水範囲

学頭排水機場(H19年度完成)
(8m3増設: 10m3/s→18m3/s)

P

洪水時湛水状況
調整地整備の効果を発現

学頭調整地

P

菰田排水機場(H21年度完成)
(5m3増設: 15m3/s→20m3/s)

143
12

243

1

0

100

200

300

400

H15.7出水 H22.7出水

学頭・菰田地区浸水戸数

床上浸水 床下浸水

浸水被害が
大幅に減少

0

100

時間最大雨量
(mm)

雨量 （川島雨量観測所）

H15.7出水 H22.7出水

75
58

■飯塚市街部の学頭・菰田地区は度々浸水被害が発生し、特に平成15年7月の洪水では、床上浸水243戸、床下浸水143戸に

及ぶ甚大な浸水被害が発生したことから、平成17年度より床上浸水対策特別緊急事業を実施。（既設の学頭排水機場・菰田

排水機場の排水量増強、ならびに学頭調整地の整備を実施）

■事業完了後の平成22年7月に平成15年7月洪水と同規模程度の洪水が発生したが、家屋等の浸水被害が大幅に減少。

■当該事業の費用対効果検討を実施した結果、B/C=3.5となり、当該事業の効果を確認しているところ。
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安心・安全、歴史・文化・観光河川整備計画事業（直方地区）のストック効果

分流した洪水を
強制排水

病院

P

位置図

放水路整備
（直方市）

北小川排水機場新設 （排水量：約4m3/s)
（国土交通省）

き た し ょ う が わ

北小川排水機場

開発が進む中心市街部

改築後

マンションの建設

開発が進む中心市街部

H15.7出水による浸水範囲

病院の移転（H24.8）

既設排水機場

既設排水機場

改築前

ﾏﾝｼｮﾝ

店舗の浸水状況
（H15.7）

86

0

32

0
0
20
40
60
80
100
120
140

H15.7出水 H24.7出水（戸）

直方地区 浸水実績戸数

床上浸水戸数

床下浸水戸数

同規模程度の雨に対し

浸水被害は０戸【無し】

直方市全体の人口

中心市街部の人口が約５％増加

排水機場及び放水路の整備完了
（H22.5)

直方市
人口（人）

直方市HP及び直方市への聞き取りをもとに作成

直方市中心市街部
人口（人）

0

50

100

(mm)

直方雨量観測所 １時間最大雨量

H15.7
60mm

H24.7
56mm

JR直方駅の改築
（H23.4）

浸水なしへ

２ 事業の進捗状況

■直方市との連携事業（居立地区の排水機場及び放水路整備）による水害リスクの減少により、直方市の中心市街地

活性化事業が進行中。
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河川整備計画事業（飯塚・穂波地区）のストック効果

整備前の浸水状況（H15.7）

中心市街地の治水安全度の向上により、マンション建設等が
増加し、中心市街地の活性化につながっている。

橋脚を減らして架替えた芳雄橋
（橋脚数２２本 →５本）

商店街の浸水

嘉穂劇場の浸水

整備後（H26.11）

医療関連施設・分譲住宅等整備中 商業店舗、賃貸住宅等整備中

出典：飯塚都市計画事業 飯塚本町東 土地区画整理事業パンフより

中心商店街を練り歩く「お練り」

芳雄橋

中心市街地
活性化
事業区域

雨量は多いが
浸水戸数は大幅に減少

大幅に減少

芳雄橋
（架替後）

河道掘削

雨量（川島雨量観測所）

安心・安全、歴史・文化・観光

■遠賀川及び穂波川改修に伴う水害リスクの減少により、飯塚市の中心市街地の「賑わい」が再生。

２ 事業の進捗状況



〔３ 当面の整備予定等〕

３ 当面の整備予定等
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３ 当面の整備予定等
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⑨

⑧
⑱

⑰

⑥

⑲

⑦

⑳

⑩

⑮

③

⑯

⑬

⑪

⑫

②

④

①

⑤

21

22

26

24

23

25

犬鳴川→

←黒川

←

西
川

⑭

当面整備の予定

○当面の段階的な対策（概ね５～７年）
・本川下流部において、整備計画目標流量（日の出橋地点3,800m3/s）

に対して、河積が不足している箇所の河道掘削や堰の改築を実施。
・犬鳴川において、H21年7月洪水でHWLを超過し浸水被害が生じ たた

め、堤防整備を実施。
・彦山川下流部及び中元寺川において、H24年7月洪水でHWLを超過し浸

水被害が生じたため、河道掘削を実施。
○整備計画対応
・河川整備計画目標（日の出橋地点3,800m3/s）に対して、河積が不足

している箇所の河道掘削や堰の改築等を実施。また、堤防の高さや幅が
不足している箇所の堤防整備を実施。

種別 位置番号 箇所名 整備内容
1 直方地区 内水対策
2 小竹地区 堤防整備
3 飯塚・穂波地区 掘削・橋梁架替
4 学頭・菰田地区 内水対策
5 太郎丸地区 内水対策
6 西川上流部 堤防整備
7 本城地区 河道掘削

種別 位置番号 箇所名 整備内容
8 中間堰改築 堰改築
9 本川下流部改修 河道掘削
10 福丸地区改修 堤防整備
11 彦山川下流部改修 河道掘削
12 猪久保地区改修 堤防整備、河道掘削
13 中元寺川改修 河道掘削

種別 位置番号 箇所名 整備内容
14 直方市街部改修 堤防整備、河道掘削
15 本川中流部改修 堤防整備、河道掘削、堰改築、橋梁架替

16 本川上流部改修 河道掘削、堰改築
17 西川下流部 堤防整備
18 黒川改修 堤防整備、河道掘削
19 犬鳴川下流部 河道掘削
20 犬鳴川中流部 河道掘削
21 犬鳴川上流部 河道掘削
22 八木山川改修 堤防整備、河道掘削、堰改築
23 彦山川中流部改修 堤防整備、河道掘削、橋梁架替
24 彦山川上流部改修 堤防整備、河道掘削、堰改築、橋梁架替

25 金辺川改修 堤防整備
26 穂波川上流部改修 河道掘削、堰改築

施工実施
箇所

当面整備
箇所

河川整備計画
対応



３ 当面の整備予定等
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堰長139.0m

現中間堰

新中間堰

← 遠賀川

現在の堰のゲート

新しい堰のゲート

現況80.8ｍ
改築後130.0ｍ

現況1.1ｍ

改築後3.6ｍ

▽HWL

河道断面が拡大
する範囲

中
島

分
流
支
川

遠
賀
川

139.0m

HWL以下の河積が約60％拡大！

【横断図】

現中間堰の状況（近景）現中間堰の状況（遠景）

遠
賀
川→

遠賀川 →

①中間堰改築

■治水安全度向上のため、整備計画目標流量に対して流下能力が不足している中間堰の改築を引き続き実施する。

施工の状況



②遠賀川本川下流部改修

３ 当面の整備予定等
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【掘削イメージ】

遠賀川

遠賀川

中間堰（改築中）

掘削済み
今後掘削予定

掘削実施箇所の状況

事業実施区間

■本川下流部において、整備計画目標流量に対して河積が不足している箇所の河道掘削を引き続き実施する。

低高水境界
付近を掘削

掘削形状イメージ

掘削形状イメージ

低高水境界
付近を掘削



④上野地区改修（河道掘削）

３ 当面の整備予定等
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③福丸地区改修（築堤）

【築堤イメージ】

計画高水位

【掘削イメージ】

事業実施区間

事業実施区間

掘削済み
今後掘削予定

■平成21年、22年の出水により、犬鳴川沿

川の宮若市福丸地区では浸水被害が発生。

■堤防高が不足している一連区間の堤防整備

及び洪水流下の支障となっている橋梁の架

け替え工事を引き続き実施する。

■彦山川では、平成24年７月の九州北部豪雨の際に、流域内で浸水被害が発生。

■整備計画目標流量に対して河積が不足している箇所の河道掘削を行い、流下能力を向上させて早期に浸水被害の軽減

を図るため、上野地区等の河道掘削を引き続き実施する。



計画高水位

⑦猪久保地区改修（築堤、河道掘削）

３ 当面の整備予定等
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【築堤イメージ】

■彦山川に注ぐ福地川沿いの直方市猪久保地区では、平成21年、22年、24年に浸水被害が発生。

■福地川の洪水を安全に流下させ、浸水被害を軽減するため、堤防高が不足している一連区間の堤防整備等を引き続

き実施する。



■設計段階における環境への配慮における検討

３ 当面の整備予定等

54
環境に関する所内勉強会の開催 希少種等の現地確認

住民との現地意見交換

樹木伐採に関する現地検討

掘削

生物環境に配慮し、砂州を残す

設計に際し「遠賀川水系多自然川
づくりﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」等の活用

■設計段階における環境への配慮における検討

掘削

覆土

■河道掘削等事業の実施にあたっては、引き続き、環境への配慮事項等学識者の助言等を頂き、整備を実施するとと

もに、地域住民との意見交換等を図り、景観・河川の利活用等に配慮した整備にも取り組むこととしている。

環境、景観への配慮

学識者からの助言等



環境整備事業（エコロジカルネットワーク再生）

３ 当面の整備予定等

55

事業箇所位置図

御徳

御徳地区（遠賀川 23/400)
整備前

整備後

■小竹町御徳地区等における川表と川裏の空間的な連続性を隔てている樋門・樋管を改良し、川表と川裏の空間的な連

続性を確保するとともに、生物多様性のある多自然水辺空間を創出するため、引き続きエコロジカルネットワーク再生

事業を実施する。



管理施設の維持管理（堤防の補修）

３ 当面の整備予定等

56

補修前 補修後

【パラペット堤防補修事例】

風治八幡宮の欄干をモチーフに神幸祭をイメージ

老朽化状況

鉄筋露出パラペットのずれ

■彦山川左岸伊田地先に位置するパラペット堤防は、昭和３７年に設置され、５０年以上が経過した施設であり、現

在の技術基準を満足しておらず、空洞化や鉄筋露出等の老朽化が確認されている。

■老朽化がこのまま進行すると、堤防としての本来の機能を発揮することが出来ないことから、早期に安全性の向上

を図るため、引き続きパラペット堤防の改良を実施する。



４ まとめ

〔４ まとめ〕

57



58

４ まとめ
河川を取り巻く社会状況の変化

流域内の状況の変化

■東北地方太平洋沖地震や九州北部豪雨等の大規模な災害が発生しており、災害対応のための法整備

等が進み、河川を取り巻く状況が大きく変化している。

■河川管理施設等の老朽化が進行しているため、効果的、効率的な維持管理・更新を行い、持続的な

安全を確保することが求められる。

■直轄河川の想定最大規模の浸水想定区域の作成・ハザードマップに係る助言・支援が求められてい

る。

■流域内において、近年大きな人口の変化はないが、中心市街地活性化事業等による市街部等の活性

化事業の促進により、流域内の開発は継続して行われており、河川改修の必要性は変わらない。

■近年でも複数の観測所で既往最高水位を超える洪水が発生しており、早急な治水安全度の向上が望

まれている。

■河川空間を活用したイベント、環境学習等の場として、継続的な利用がされている。

河川整備計画策定時からの進捗状況

■本支川、上下流バランスを考慮しながら、築堤、掘削、内水対策、堰改築、橋梁架替等の河道整備

等を順次実施している。

■大規模被害に備え、地域防災力向上のため、災害時の被害を最小化するための取り組みを関係機関

と連携して実施している。

■水防災・水環境学習等の構築、地域住民等と協働・連携した「川づくり」も関係機関とも連携し実

施している。



５ 現状の課題と対応方針（案）

〔５ 現状の課題と対応方針（案）〕
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５ 現状の課題と対応方針（案）

60

現河川整備計画策定後の事象

現状の取り組み等

現行整備計画には、整備計画目標流量に対し、家屋浸水等の
被害を防止する対策として、河道掘削及び築堤工事・堰改築
及び橋梁の架替・堤防強化対策・内水対策を進めていく旨記
載している。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

年最大流量の増加

※記載箇所：4.2.1洪水対策に関する整備

・甚大な被害をもたらした過去の洪水と同規模程度の洪水
が近年発生しているが、整備計画目標流量を超える洪水は
発生しておらず、災害復旧等関連緊急事業、床上浸水対策
特別緊急事業等による河道掘削等の効果により、浸水被害
は軽減している

・更なる浸水被害軽減のため、流域内の上下流バランスを
考慮しながら、河道掘削等を順次実施している

遠賀川流域内における50mm/h以上の降雨発生回数 ※H26は暫定値

過去の浸水被害戸数と基準地点における年最大流量 ※H26は暫定値

※H26は暫定値
日の出橋地点における年最大流量の推移

河川整備計画の目標流量：3,800m3/s（基準地点流量）

・遠賀川流域において、50mm/h以上の降雨発生回数
および基準地点である日の出橋地点の年最大流量が増加
傾向であり、家屋浸水等の被害が懸念される



５ 現状の課題と対応方針（案）

61

現河川整備計画策定後の事象

現状の取り組み等

現行整備計画には、堤防の詳細点検を実施し、堤防強化対策が
必要な箇所については、対策を実施する旨記載されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

九州北部豪雨の発生

※記載箇所：4.2.1洪水対策に関する整備

•平成24年7月の九州北部豪雨では、矢部川の堤防が
浸透によるパイピングにより50mに渡り決壊。

・堤防及び基礎地盤の土質構成を把握し堤防の浸透に対す
る安全性を確保するために必要な対策を順次進めている。

堤防決壊箇所

矢部川

柳川市

矢部川 右岸7k300付近 堤防決壊

H24．7
九州北部豪雨の発生

H24．9
堤防の緊急点検結果の公表

九州北部豪雨発生以降の動き

対策事例（ドレーン工）

堤防の浸透に対する安全性の対策工イメージ図

対策事例（川表遮水工）

堤防法尻に設置したドレーン

堤防決壊
L=50m

矢
部
川



５ 現状の課題と対応方針（案）

河道の安定化（緩傾斜掘削）

62

＜緩傾斜掘削＞

現河川整備計画策定後の事象 現状の取り組み等

現行整備計画には、河道掘削及び河道内の樹木群の伐採に際
して、周辺環境への影響が少なくなるように配慮するととも
に、将来の樹木管理が容易となるよう伐採や掘削の形状を検
討する旨記載されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

※記載箇所：4.2.1 洪水対策に関する整備

復緊事業前（H12撮影） 復緊事業後（H21撮影）

特徴： 緩やかな直線区間で堰の湛水区間
計画時の配慮： マージン掘削なし

現在の状況： 河床は上昇傾向であるが
河岸の再形成はみられない

旧計画河床高

平水位

管理基準河床高

150 200 250 300 350 400 450
距離(m) →

平成14年8月（掘削前）

平成20年3月（掘削後）

平成23年11月（現在）

河岸の再形成はみられない

河床部の土砂堆積

70m程度の低水路拡幅

＜再堆積箇所の掘削断面形状＞
流下能力見合いで断面を設定、低水路拡幅・平水位以上の高水敷版下げ

＜緩傾斜掘削箇所のモニタリング＞

■調査項目
(平均年最大流量規模の洪水時に実施)
・洪水後堆積土砂の調査
・流速観測調査
（緩傾斜断面の横断流速分布の把握）
・簡易水位計による洪水時水位測定
・環境モニタリング調査

洪水後堆積土砂の調査

簡易水位計による洪水時水位測定

・復緊事業（H13年～）で低水路拡幅を実施した箇所
等で再堆積が確認されている。

・掘削前は安定傾向であったが、低水路拡幅後は河床部
への堆積が顕著であり、継続的な治水安全度の確保に向
けた掘削後の安定河道が望まれている。

・河道掘削後の河道の状況変化等を把握するため、土砂堆
積特性、河道の変化等についてモニタリング調査を実施し
ている。

・九州河道管理研究会等で学識者のご意見を伺いながら、
安定河道についての検討を行い、事業を実施している。



犬鳴ダム

久保白ダム

力丸ダム

福智山ダム

畑ダム

陣屋ダム

山鹿排水機場(5.00m3/s)

鯨瀬排水機場(15.00m3/s)

島津排水機場(0.24m3/s)

えぶり排水機場(20.00m3/s)

曲川排水機場(25.00m3/s)

離駒排水機場(0.33m3/s)笹尾川排水機場(20.00m3/s)

感田排水機場(5.60m3/s)

芝原排水機場(5.50m3/s)

藤野川排水機場(15.00m3/s)

新町排水機場(5.00m3/s)

排水ポンプ(0.075m3/s)

仮設ポンプ(0.25m3/s)

川端排水機場(8.00m3/s)

南良津排水機場(10.00m3/s)

薙野川排水機場(4.50m3/s)

薙野排水機場(5.00m3/s)

庄司川排水機場(15.00m3/s)

殿浦排水機場(10.00m3/s)

片島排水機場(10.13m3/s)

明星寺川排水機場(26.00m3/s)

徳前排水機場(5.00m3/s)

堀池地区排水機場(0.20m3/s)

幸袋十玉排水路仮設ポンプ場(0.50m3/s)

赤池排水機場(2.83m3/s)

鯰田排水機場(15.00m3/s)

鶴三緒排水機場(7.85m3/s)

菰田排水機場(15.00m3/s)
増設(5.00m3/s)

川島排水機場(2.00m3/s)

鴨生排水ポンプ(0.25m3/s)

春日町ポンプ場(0.152m3/s)

五反田下水道排水ポンプ0.17m3/s)

楠橋ポンプ場(36.94m3/s)

広渡排水機場(18.78m3/s)

曲手排水機場(10.00m3/s)

前川排水機場(5.00m3/s)

居立川排水機場(8.00m3/s)

松ヶ瀬排水機場(2.60m3/s)

上新入第二排水機場(4.00m3/s)

石丸ゲートポンプ等(0.40m3/s)

黒目ゲートポンプ(1.10m3/s)

東区排水ポンプ場(0.36m3/s)

権助排水ポンプ場(3.65m3/s)

植木排水機場(4.27m3/s)

学頭排水機場(10.00m3/s)
増設(8.00m3/s)

秋松西地区排水機場(2.30m3/s)

若菜排水機場(2.70m3/s)

秋松西排水機場(1.00m3/s)

蛇牟田排水機場(10.00m3/s)

北小川排水機場(4.30m3/s)笹
尾
川
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川
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５ 現状の課題と対応方針（案）

63

現河川整備計画策定後の事象 現状の取り組み等

現行整備計画には、排水ポンプが確実に稼働するよう管
理し、操作規則等に基づく迅速かつ適正な操作を行うた
めに施設の高度化・効率化を図る旨記載されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

ポンプ運転調整

・洪水時における排水ポンプ運転調整の実施に向け、ルー
ルの検討及び関係機関協議を進める予定である。

※記載箇所：４．３．１洪水等による災害の発生の防止又は

軽減に関する事項

（）：排水量
青字：策定以前に整備

（排水量計 361.6m3/ｓ）
赤字：策定後に整備

（排水量計 31.0 m3/ｓ）

・整備計画策定後も、排水ポンプは増加している。

・大出水時に排水ポンプの稼働を続けた場合、河道へ
の負荷が増え、堤防の決壊等が懸念されている。



５ 現状の課題と対応方針（案）

水防法及び河川法改正への対応
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現河川整備計画策定後の事象 現状の取り組み等

■対応方針

・現河川整備計画策定以降、水防法及び河川法の改正等
により、河川に関する新たな施策が進められている。

※記載箇所：4.3.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

・近年、豪雨や台風等により、各地で甚大な被害が発生している。

河川維持管理計画

河川協力団体指定証交付式

水防法及び河川法改正等による河川に関する新たな施策等

H19．4

「効果的・効率的な河川の維持管理の実施」について通知

H25．4

社会資本整備審議会河川分科会が「安全を持続的に維持するための

今後の河川管理のありかたについて」答申

H25．7

水防法及び河川法改正

浸水想定区域内の事業所の避難計画など地域防災力の向上

・河川管理者による水防活動への協力

・事業者等による自主的な水防活動の促進

・河川管理施設等の維持又は修繕

・河川協力団体制度の創設

H27．2

水防法改正

・想定し得る最大規模の洪水・内水・高潮への対策

・比較的発生頻度の高い内水に対する地域の実情に応じた浸水対策

・持続的な機能確保のための下水道管理

・再生可能エネルギーの活用促進

・具体的な河川維持管理の内容を定めた河川維持管理計画
を作成し、遠賀川の維持管理を実施している。

・河川管理者による水防活動への協力、効果的・効率的な
維持管理を行っている。

・現在、河川協力団体として３団体を指定している。
・想定し得る最大規模の洪水等の検討に着手している。

現河川整備計画には、(1)河川管理施設等の機能の確保、
(2)平常時の管理、(3)洪水時等の管理、(4)河川情報シス
テムの整備、(5)防災意識の向上、(6)危機管理に関して
記載されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を実施していく。



５ 現状の課題と対応方針（案）
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現河川整備計画策定後の事象 現状の取り組み等

■対応方針

河川管理施設の長寿命化（アセットマネジメント）

樋門 水門 排水
機場

堰 床止
め

陸閘 計

753 7 20 12 25 76 893

樋門

水門

排水機場

堰

床止め

0

5

10

15

20

25

30

堰 閘門 水門 揚水機場 排水機場 樋門・樋管 陸閘 浄化施設

対
象

施
設

数

H24年度

H25年度

H26年度

H27年度

＜長寿命化計画の対象施設数（年度別）＞

※記載箇所：4.3.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

・遠賀川水系は昭和50年以前に築造された施設が多
く、施設の老朽化が懸念される。

・水防法及び河川法の改正等により、河川に関する新た
な施策が進められている。

・「遠賀川水系長寿命化計画の策定計画」を策定し、当計
画に基づいてアセットマネジメントを行い、地域の要望等
も踏まえ河川管理施設の長寿命化を計画的かつ継続的に実
施している。

現行整備計画には、堤防、河口堰、排水機場、護岸、
樋門等の河川管理施設について、長期に亘って適正に
施設機能を発揮するよう、日常的な点検等で施設状況
を把握し、計画的な老朽化施設の修繕に努める旨記載
されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。



５ 現状の課題と対応方針（案）
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現河川整備計画策定後の事象

現状の取り組み等

現行整備計画には、地域住民との調整を図り、人と川の
ふれあいのための整備に取り組む旨記載されている。引
き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

地域との意見交換（彦山川夢プラン）

＜ふるさと田川を流れる彦山川夢プラン プロジェクトチーム＞

※記載箇所：４.2.２河川環境の整備と保全に関する整備

ふるさと田川を流れる
彦山川夢プラン

原案作成

協議後、必要に応じて
再提出の指示

委員長 伊東啓太郎 九州工業大学准教授

副委員長 井上薫 風治八幡宮奉賛会会長

彦山川で活動する団体の代表

地元区長

商店街振興組合

水利組合

田川商工会議所会頭

田川市副市長

遠賀川河川事務所副所長

福岡県田川県土整備事務所副所長

彦山川
夢プラン策定会議

地元の方（区長推薦）

彦山川の
未来を描く会

九州工業大学環境デザイン研究室

伊東啓太郎准教授
学生プロジェクトメンバー

福岡県立大学社会調査実習ゼミ

田代英美教授
学生プロジェクトメンバー

田川市 / 国土交通省遠賀川河川事務所 /福岡県/九州工業大学環境デザイン研究室

マネジメント

エリア区分と各エリアのイメージ

整備イメージ例
■下流域拠点①：糒橋周辺

●既存乗艇場の活用
川とふれあえる利用の促進

高柳堰、高柳堰管理橋

●水遊び・環境学習の場
安全に水遊びができる水辺の整備

新糒橋

●乗艇場
川とふれあえる利用の促進

●既存散策路の活用
散策ルートマップ、ベンチ、看板、花壇
等を整備

■下流域拠点②：高柳堰上流周辺

下流域拠点②で整備する乗艇場下流域拠点①で整備する水遊び・環境学習の場

●魚道
水が流れていない魚道の改善

糒橋

●イベント広場
新たなイベントの創出・誘致

●駐車スペース
利用者のアクセスを良く
するため整備

●乗艇場
川とふれあえる利用の促進

●既存散策路の活用
散策ルートマップ、ベンチ、看板、花壇等を整備

・平成25年度に、地域のご要望等も踏まえ、市民とと
もに今後の川づくりについて語り合おうと、地域の有志
の方々、大学、行政等が集い、「ふるさと田川を流れる
彦山川夢プラン」策定プロジェクトを立ち上げ。

・地域からも「かわまちづくり」支援制度の活用に向け
た検討が望まれている。

会議の様子

・「ふるさと田川を流れる彦山川夢プラン」をもとに今後も
議論を重ね、最終的には実施可能な「かわまちづくり」のプ
ラン策定を進めていくこととしている。



５ 現状の課題と対応方針（案）
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現河川整備計画策定後の事象

現状の取り組み等

現行整備計画には、「遠賀川水系水環境改善緊急行動計画（清
流ルネッサンスⅡ）」に基づいて、汚水処理施設（下水道、農
業集落排水施設、合併処理浄化槽）の整備促進、河川・水路の
浄化、川本来が持つ自浄作用の維持・促進や家庭排水の負荷削
減対策等に関する啓発活動などを、住民及び自治体等と連携・
分担して行う旨記載されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

水質の改善（遠賀川清流ルネッサンスⅡ）

※記載箇所：４．２．２河川環境の整備と保全に関する整備

毎年5月30日を「遠賀川ゴミゼロの日」と定
め、H21年度より「春の遠賀川一斉清掃月
間」（5月11日～6月10日）を実施

水質調査等、環境学習の実施

ゴミゼロのための啓発ポスター

・水質の改善、ゴミ問題等への対応に関する地域等から
の強い要望がある。

・清流ルネッサンスⅡ等により対応することとしている
が、河川整備計画策定（H19年）以降において、行動
計画を改訂し、計画目標年度を当初のH21年度から
H27年度へ延長し、現在も継続中である。
【清流ルネッサンスⅡとは、河川の水質、水量等の水環境の改善を目指す事業で
（全国で34の河川湖沼を選定）、地域協議会にて行動計画を策定し、10年を目処
として地域と一体となって、水環境改善施策を実施するもの】

・清流ルネッサンスⅡ等に基づき自治体、住民と連携して
汚水処理施設の整備促進や水辺空間の整備等のハード対
策、清掃活動や環境学習等のソフト対策に取り組んでいる



■遠賀川の堤防整備率が８割を越えており、治水安全度向上対策としては、河道掘削による治水安全度向上対策が主な

事業となり、自然環境への配慮等が課題となってくる。その為、学識者等の意見・助言等を頂きながら整備を実施。

５ 現状の課題と対応方針（案）
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現行整備計画には、「河川整備の実施に関する事
項」については、それぞれの目標が調和しながら達
成できるよう、また、文化・歴史・風土や景観、動
植物の多様な生息・生育環境を重視し、総合的に視
点で順応的・段階的に進める旨記載されている。
引き続き、現行整備計画に基づき事業を進めていく。

■対応方針

※記載箇所：４．１．３等 河川環境の整備の実施に関する事項

遠賀川流域生態系ネットワーク検討委員会

平成２６年度に新たに立ち上げた「遠賀川流域
生態系ネットワーク検討委員会」等の学識者委
員の方々からの意見・助言等を頂き整備を実
施するものとし、あわせて、支川も含めて、遠賀
川流域全体としての、生態系への配慮事項や
環境指標種の設定等にも取り組んでいく。

【Ｈ27年度～：生態系ネットワーク形成の推進】

【既往データの整理】
◆生物生息環境の現状・変遷
◆生物確認状況の現状・変遷

保全・再生すべき環境の把握

目標像（指標種案）の検討

環境上の課題
の整理

１．検討のための基礎データ整理

平成26年度 遠賀川流域生態系ネットワーク検討委員会

２．生態系ネットワーク形成の推進方針（案）の検討

遠賀川流域自治体等（福岡県・流域22市町村・市民等）による
生態系ネットワークに関する取組情報の収集・整理

地域との連携

整備個所／整備方策／調査・設計／役割分担…などの検討・調整
広報・啓発（勉強会・シンポジウム等）の実施

（全国事例の収集・整理）

遠賀川水系 生態系ネットワーク検討委員会 における審議（継続）

多様な主体による体制（協議会の設立など）の構築
地域が共感できる目標の設定

目標達成に向けた対策（環境整備、河川改修、環境保全型農業等）の検討・実施

～生態系ネットワークの形成（指標種の回復、生物多様性の向上、地域の振興、等）～

整備内容／整備対象範囲／推進・普及方策／今後の方針 の検討

生態系ネットワークの基本コンセプト・考えられる指標種（案）の設定

地域の機運の高まり


